
伯
夷
俸
さ
我
が
園
韓
士
風

伯
夷
の
事
践
は
、
支
那
に
於
て
道
義
史
上
重
大
で
あ
る

の
み
な
ら
ず
、
我
が
図
殻
士
風
に
影
響
す
る
所
、
が
非
常
に

多
い
。
そ
れ
を
遮
ベ
だ
い
と
川
山
ム
。
伯
夷
、
仲
子
、
叔
一
符

は
三
人
の
兄
弟
で
あ
る
。
父
は
仲
子
に
愛
情
深

3
忽
、
少
〈

の
芯
ジ
一
致
一
げ
し
め
ん
と
し
て
、
約
一
夫
と
叔
努
は
家
を
出
て
、

到
に
歪

b
、
周
の
武
王
の
出
障
に
合
ム
。
二
人
は
武
王
に

兵
を
中
止
す
る
様
諌
め
た
け
れ
ど
、
武
主
は
跡
地
か
ず
、
却

っ
て
二
人
を
殺
さ
う
と
し
た
、
が
、
太
公
望
は
義
人
な
ら
ん

と
一去
ム
て
之
を
許
し
た
。
日
以
王
が
絡
に
天
下
を
定

U
る
に

一致

b
、
間
川
の
架
を
食
ま
ず
、
、
首
腸
-
山
に
議
れ
獲
を
食
し
、

絡
に
餓
死
し
た
卒
、
が
、
史
記
伯
夷
停
に
見
え
て
ゐ
る
c

川相

爽
の
一
帯
は
論
訟
に
問
ケ
所
、
貴
子
に
十
ヶ
所
あ
っ
て
皆
穴

し
て
ゐ
る
。
又
楚
僻
の
離
脱
制
第
九
京
橋
誌
に
は
「
行
比
伯

爽
、
鼠
以
匁
像
今
L

と
あ
る
。
陶
淵
加
も
伯
夷
に
よ
っ
て
向
け

ら
の
節
そ
み
が

3
仰
の
緯
延
之
に
は
約
夷
必
が
あ
る
る
尖

/'-. 

e
怜「

ト

av

I入

ロh
ド

白川町
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国

他
支
那
廃
代
の
忠
臣
は
伯
夷
に
よ
ク
て
忠
義
を
み
が
い
て

ゐ
る
。
問
題
は
我
閣
の
方
で
あ
る
。
我
閣
の
援
史
特
に
悶

践
に
伯
夷
の
精
一
利
が
関
係
し
て
ゐ
る
。
第
一
代
雑
郎
子
の

譲
位
せ
ら
れ
た
の
も
、
論
誌
の
伯
夷
の
文
に
よ
る
も
の
と

安
一応
良
婚
は
評
論
し
て
ゐ
る
。
又
和
気
清
般
の
一
柳
託
も
、

路
附
輩
、
氷
か
輿
へ
た
「
糾
一
託
若
し
道
鏡
乞
天
伎
と
せ
ば
我
は

伯
夷
叔
擦
と
な
ら
ん
と
一
試
ふ
」
一
一
一
一
口
、
が
多
大
代
影
持
し
て
ゐ

る
も
の
と
思
ふ
。
之
に
針
し
て
安
和
撚
泊
は
和
紙
一
治
蹴
呂

論
一
宇
一
作
ク
て
ゐ
る
。

又
大
沼
枕
山
の
詩
に
ァ
丈
夫
仰
敢
阿
武
統
制
党
。
況
符
良
別

激脳一一
一一向。

一
日
比
朝
廷
呼
倣
綴
。
能
令
病
気
満
乾
坤
」
と
い

ひ
、
又
大
槻
線
擦
の
一
詩
に
、
「
常
数
妖
鋭
一
綴
我
名
。
務
日
締

忠
紳
亦
獄
。
自
十
何
段
飾
路
剛
一
品
、
氷
。
高
風
平
問
中
伯
爽
情
。
」
と

あ
る
。
降
っ
て
水
戸
義
公
が
大
日
本
史
綿
纂
の
念
を
起
さ

れ
た
の
も
、
史
記
伯
夷
列
停
を
設
ま
れ
た
怨
で
あ
る
と
と



が
序
文
代
別
か
で
あ
る
。
又
義
公
は
今
の
砲
兵
工
廠
の
凝

放
の
後
山
梨
問
中
・
に
得
仁
此
認
を
作
っ
て
伯
夷
を
犯
ら
れ
た
。

そ
の
や
m

の
名
は
論
一
品
川
諮
問
筋
の

「
求
仁
将
仁
」
の
認
を
と

ハ
/
た
も
の
で
あ
る
。
又
抱
…
標
茶
山
は
ぺ
心
的
問
中
文
集
」
務
上

代
於
て
梅
花
そ
以
て
伯
爽
に
た
と
へ
て
和
歌
乞
残
し
た
。

叉
笠
鳩
山
北
は
常
時
議
論
の
あ
っ
た
赤
穂
四
十
七
土
代
謝
し

養
士
と
命
名
し
、
伯
爽
は
仁
を
求
め
て
仁
左
一
得
、

一義
士
は

生
を
拾
て
¥
設
を
得
だ
と
云
ふ
て
ゐ
る
。
又
一
二
滞
梅
関
の

「
敢
諾
」
と
一
お
ふ
砂
押
の
党
民
の
一
絡
は
、
殆
ん
ど
そ
の
精

一
刊
は
伯
夷
を
遮
ベ
、
我
、
が
闘
に
於
て
笈
現
し
て
ゐ
る
事
を

述
べ
て
、
そ
の
結
論
の
所
に
つ
隠
微
新
入
。
一
札
口
夫
獣
一品目ど

と
一
去
ふ
て
伯
爽
を
賞
し
て
わ

3
0
又
吉
田
松
陰
は
「
諮
孟

劉
記
」
及
「
照
顔
集
」
の
詩
に
於
て
、
伯
夷
の
事
を
述
べ

一
符
長
勤
王
の
事
を
述
べ
て
ゐ
る
皮
、
が
数
ケ
僚
あ
る
。
又
座

田
維
只
の
致
問

{
i

腿
基
」
も
十
中
の
入
九
拾
夷
の
事
宇
一
迷
ベ

並
ハ
の
精
神
は
み
ム
く
我
問
問
に
行
は
れ
て
ゐ
る
之
と
を
迷
ぺ
て

ゐ
る
。
乃
木
郷
軍
は
「
凶
器
」
を
議
ま
れ
大
い
に
威
、
じ
、

自
費
を
以
て
「
閣
法
」
を
出
版
し
、
知
人
、
名
士
、
諮
問
学

校
什
閣
議
内
館
等
に
配
布
遣
れ
た
。
叉
一
職
、
得
議
吉
先
生
の
透

柳川心
中
代

「
伯
爽
沈
ハ
心
柳
下
懇
共
行
」
と
あ
る
。…一
一m
m+瓜

r

に
伯
夷
の
稿
料
が
問
問
援
に
停
は
っ
て
ゐ
る
と
…x
ふ
て
も
渇

一一一一日ではない

。
思
…
い
方
商
一に
於
て
は
、
関
係
す
る
所
、
が
ζ

の
殺
に
多
い
が
、
叉
軟
か
い
方
部
に
も
a

村
山
井
比
伯
夷
を

一一引

い
て
ゐ
る

G

戯
曲
小
訟
で
「
日
本
賢
女
鍛
」
十
段
闘
に
「
伯

夷
叔
務
飢
え
て
:
?
」
と
あ
b
「
太
閤
詑
」
妙
心
寺
之
段

に
「
伯
夷
叔
務
山
内
で
¥
行
く
;
:
:
」
と
あ
b
「
妹
一神
間
山
」

鱗
七
上
使
之
段
に
は
「
首
陽
山
の
す
:
・
:
」
と
あ
b

「
大

内
裏
大
伴
異
烏
」
一
一
一
段
自
に
は
「
営
問
筋
肉
の
柏
夷
叔
務
」

と
あ
る
。
太
閤
記
と
妹
背
山
と
は
よ
く
諮
ら
れ
も
し
附
ら

れ
も
し
て
ゐ
色
。
命
瀧
湾
民
家
の
入
犬
侍
も
伯
爽
を
引
い

て
忠
義
を
誠
一
べ
て
ゐ
る
、
北
ハ他
川
柳
や
後
句
に
も
あ
る
l

遜
っ
た
方
面
で
云
ふ
と
、
後
花
関
天
皇
の
党
五
二
年
、
大
水

風
容
で
、
天
下
凶
年
に
も
拘
は
ら
ず
、
足
利
義
政
、
が
賛
仰
伸
一

三
味
に
耽
b
た
る
を
以
て
、
天
皇
は
次
の
一
詩
を
以
て
一
誠

せ
ら
れ
た
。
「
叫
俊
民
雫
採
首
陽
談
。
廃
ん
T

閉
燦
銭
竹
原
。
詩

的
組
(
吟
駿
春
二
月
。
潟
披
紅
級
匁
誰
肥
。
」
と
。

俗
材
料
、
が
多
少
あ
る
が
、
時
間
の
都
ム
口
上
割
愛
し
、
只

句

一
番
を
紹
介
し
て
る
か
う
。
邸
ち
乙
の
「
弔
夷
集
L
(

賢一膝



二
年
序
)
で
あ
る
。
之
は
編
紙
一
者
も
、
詩
の
作
者
等
も
一

切
不
明
で
あ
る
、
が
、
溺
善
的
の
人
ん
ザ
、
が
伯
夷
を
吊
ム
A
習
を

し
た
集
で
あ
る
ら
し
い
。
折
角
か
¥
る
も
の
を
符
た
以
上

問。

山
山
一
版
し
た
い
と
思
う
て
ゐ
る
、
が
、
本
日
の
講
演
を
縁
と
し

て
御
紹
介
す
る
次
第
で
あ
る
。
(
文
支
在
記
者
〉

漢
文
教
育
に
関
す
る
諸
問
題

乙
L

に
淡
文
数
育
代
関
し
て
、
私
の
平
素
考
へ
て
お
る

之
と
を
お
話
し
よ
ラ
と
恐
ふ
の
で
あ
る
、が
、
私
の
話
し
は

大
械
と
れ
を
三
段
に
分
。
と
と
、
が
出
来
る
。
却
ち

第
一
、
波
文
敬
育
が
如
何
に
論
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
か
c

第
二
、
そ
の
議
論
に
釣
す
る
自
己
の
立
見
。

第
一
一
一
、
そ
れ
等
に
関
す
る
資
料
。

が
そ
れ
で
あ
る
。
然
し
第
三
の
資
料
代
就
い
て
は
未
だ
材

料
、
が
十
分
に
集
ク
て
府
ら
ず
、
銃
二
の
花
見
に
就
い
て
は

可
成

b
の
時
間
を
裂
す
る
故
、
今
日
は
第
一
の
現
今
に
於

け
る
波
文
数
育
代
僻
す
る
議
論
を
紹
介
し
よ
う
と
必
ふ
。

随
っ
て
今
日
の
話
は
紙
め
て
常
識
的
で
、
般
に
各
一
挺
で
諭

ぜ
ら
れ
て
庇
る
一
帯
を
項
目
を
分
け
て
…縦
列

す

る

に

過

ぎ

内

七点

野

よー
iこ1

な
い
。一

総
漢
文
敬
育
の
問
題
は
、
専
門
前
学
校
大
接
等
に
於
い

て
は
別
錨
の
も
の
で
あ
る
か
ら
之
を
省
主
、
主
と
し
て
中

等
間
学
校
に
於
け
る
獄
混
乞
取
扱
ふ
、
も
の
で
あ
る
。
昨
今
は

此
の
問
題
も
和
t

静
ま
ク
て
ゐ
る
様
で
あ
る
が
、
何
時
・
ま

だ
勃
殺
す
る
か
分
ら
ね
。
扱
此
の
問
題
は
又
幾
っ
か
に
分

け
て
考
へ
ら
れ
る
、
が
、
私
は
第
一
、
淡
字
。
第
二
、
波
文

第
一
一
一
、
僻
索
。
第
問
、
数
科
致
問
。
第
五
、
数
授
上
。
の
十
九

問
題
に
分
た
う
と
必
ふ
。
市
し
て
今
各
=
の
問
題
に
関
す

る
議
論
在
来
げ
れ
ば
、

一
、
決
学
の
問
題

ィ
、
決
め
ナ
滋
止
の
問
題
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